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In Japan, overuse of players and improper coaching have become major problems in ama-
teur baseball. As no such problems prevailed in the past, it is increasingly believed that these 
problems need to be reviewed. For example, efforts have been taken to prevent injuries in 
high school baseball, which often receives media coverage. However, infancy and childhood 
baseball, or youth baseball, has experienced a number of problems, although it is the base 
stage for sporting activity, and some professional baseball players have made statements 
about this. This study reveals ways in which the Japan Rubber Baseball Association, the 
Japan Little League Baseball Association, and the Japan Junior Sport Clubs Association was 
established and systematized. And then, the methods and approaches to instruction of youth 
baseball coaches are then investigated.
Ⅰ．我が国における少年野球の現在地
1．少年野球を取り巻く諸問題
近年、我が国では少年野球の人気の低迷が指
摘される機会が増えている。東洋経済オンライ
ン（2017）は、子どもが野球そのものに触れた
り目にしたりする機会が減ったこと、または野
球以外のスポーツの選択肢として未就学児や小
学校低学年の児童でもルールの理解が容易であ
るサッカーやバスケットボールが候補に挙がる
こと、さらには幼児の親の世代が野球離れを起
こし始めていることをその原因として挙げてい
る。特に、幼児の親における野球離れについて
は、「選手は全員坊主頭。指導者や上級生に絶
対服従で、まるで軍隊のような規律を求められ
る野球を嫌悪する若い親世代は多い。また、多
くの部員を抱え、なかには 3 年間で 1 試合も出
場できない野球部員もいるような高校野球のエ
リート主義への違和感も強い。野球は根強い人
気があるが、一方で多くの『アンチ』も生んで
いる」（東洋経済オンライン、2017）という背景
が存在する。
このような状況において、これからの日本の
野球に対して警鐘を鳴らすような動きもみられ
る。石山・久崎（2012）は6年間にわたる少年野
球チームでの実地調査を踏まえ、「統制的なコー
チングスタイルよりも、自治的なコーチングス
タイルでもって指導し、子どもたちの内発的動
機づけを高めていくことと、単一の情報源でも
って子どもたちに伝えていくのではなくて、多
様な情報源をもとにして、子どもたちを評価し
ていくことが必要である」（石山・久崎、2012、
p.41）と指摘している。さらに武田（2008）も
「指導した課題を子どもができないときに、叱咤
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激励をしてできるようにさせることも必要であ
るが、子どもはいずれできるようになる。子ど
もができるようになる機が熟すまで、じっくり
と待つことが大切である」（武田、2008、p.94）
と述べ、少年野球という競技が抱える諸問題に
対し、少年野球はアスリートファーストで指導
されるべきという示唆を与えている。
現役プロ野球選手も人気が低迷する少年野球
に注目している。2019年まで横浜DeNAベイス
ターズに所属していた筒香（2019）は、少子化
を上回るスピードで競技人口が減少している少
年野球について、「いちばん感じるのは指導者の
自己満足。ストレスを発散しているのではない
かと思うこともあります。勝つことが常に優先
されるので、姑息な手を使って勝ちにいったり
しても子供たちの将来のためになりません」（東
洋経済オンライン、2019）と述べ、子どもを取
り巻く環境から少年野球の人口減少を考えるだ
けではなく、野球の現状を本質から見直すこと
でこれらの問題を考える必要性があるとしてい
る。そしてシアトル・マリナーズに所属する菊
池（2019）も筒香の指摘を受け、「野球界のため
に表に立ってやっているので、僕らが続かなき
ゃなと思いました。他人事じゃいけない」（MSN
ニュース、2019）と同調している。このように、
我が国における少年野球は現役プロ野球選手の
目から見ても改善の余地がある。
2．少年野球に関する先行研究の検討および研
究の目的
前節にて少年野球の現状について確認したが、
現在少年野球を題材とした研究としては、向井
ら（2019）の『野球における外障、障害調査と
予防対策：野球検診の義務化により異常所見の
検出率はどう変わったか』のような外傷や傷害
予防に関する研究、馬場（2018）による『少年
野球投手における球速とコントロール性からみ
た投球動作について』のような投球動作などの
技術の向上に関する研究、永山・北村・齊藤
（2007）の『優れた少年野球指導者の身体知指
導方略の定性的分析』のようなコーチングに関
する研究、そして松村（2015）の『スポーツと
地域振興の結節：産業廃棄物と共存する「少年
野球」 （特集 スポーツによる地域開発）』（松村、
2015）のような地域振興の観点から少年野球を
論じたものが挙げられる。幼児期・学童期の少
年が野球を行なう場や環境について研究したも
のは多くない。
以上から、少年野球の研究に関しては医学的
な観点やパフォーマンス分野の研究、あるいは
コーチングに関する研究が大半を占めている。
数少ない少年野球の場や環境に関する研究も、
心理学的なアプローチから少年野球の理想的な
あり方を論じるにとどまっており、少年野球が
変容することができないのかに関する研究はな
されていない。
また、先程確認したように、数は少ないもの
の少年野球のあり方について変革を推し進める
べきという主張や研究も見られるが、それらは
いずれも少年野球の将来像として望ましいあり
方を語るにとどまっており、そのような提言や
研究が実際に少年野球の現場に多大な影響を与
えているとは言い難い。そこで本研究では、少
年野球団体から成る組織の設立経緯や各団体の
理念や考え方を比較することで、少年野球のあ
り方をめぐる変容の可能性について検討する。
3．本研究の意義
幼児期におけるスポーツの課題として、「心身
の発育に極めて重要な時期であるにもかかわら
ず、全ての幼児が十分に身体を動かす機会に恵
まれていない」（文部科学省、2012）ことが挙げ
られている。これは幼児期のみならず、児童期
においても同様である。しかしながら、少年野
球は幼児や児童に運動・スポーツの機会を提供
するどころか少子化を上回るスピードで競技人
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口が減少している。また、スポーツをする習慣
やからだの動かし方の習得、あるいはスポーツ
の楽しさの発見といった、スポーツ活動の基礎
を形成するべき時期であるにもかかわらず、少
年野球において問題が山積していること、その
結果、子どもが野球から離れていってしまって
いることを重く受け止めなければならない。ま
た、少年野球のあり方を危惧する声は随所で聞
かれるが、単純に現状として問題となっている
事柄を表面的に指摘するのではなく問題の所在
を明らかにし、そこに対して直接的にアプロー
チすることによりようやくその問題を根本から
解決することができるのではないだろうか。本
研究は、窮地に立たされている少年野球のあり
方を今一度見つめ直すきっかけとなる可能性を
有するのではないだろうか。
Ⅱ．組織の制度化に関する検討
1．組織の制度化をめぐる先行研究
スポーツ組織の制度化を歴史社会学的に研究
したものとしては、菊（1993）の『近代プロ・
スポーツの歴史社会学』と笠野（2012）の『ス
ポーツ実施者からみた新たなスポーツ組織論と
その分析視座』を挙げることができる。
菊（1993）は、近代におけるプロ・スポーツ
としてプロ野球を研究の対象として取り上げて
いるが、当時の野球に関連する評論・記事・エ
ッセイ・歴史書・技術書等の内容が「個人の体
験・記録・エピソードに止まる傾向があり、ま
たその歴史的記述の裏側には事象の発生自体を
単一の事件や個人の力量に委ねたり、あるいは
後に劇的に物語られた特殊的・瑣末的なエピ
ソードによって構成し、理解するといういわゆ
る『還元的起源説』に基づく場合がほとんどで
ある」（菊、1993、p.3）ことや、「誰もが各々の
感情や主観に基づいて、良くいえば自由に、悪
くいえば無責任に、事態の説明を行なってきて
いる」（菊、1993、p.3）こと、さらには「そのど
れもが無責任な言説を繰り返し、興味本位の域
を脱せず、さらにはある程度の客観的なパラダ
イムによる説明力を保持できないために、何ら
の根本的な解決策や課題への展望を見い出し得
ないというジレンマに陥っている」（菊、1993、
p.4）ことを指摘している。そこで菊は、ダニン
グ・シェド（1979）による『ラグビーとイギリ
ス人─ラグビーフットボール発達の社会学的
研究』や、ガース・ミルズ（1983）による『性
格と社会構造』といった社会学的な研究に学ぶ
ことによって、日本におけるプロ野球の歴史を
時系列的に整理するだけではなく、「プロフェッ
ショナリズムの生成と経済制度の野球制度への
介入の諸相、およびのその関係を論じる」（菊、
1993、p.4）ことを試みている。
笠野（2012）は、成人スポーツ実施者がス
ポーツ競技団体に競技者登録を行なわない原因
や、成人スポーツ実施者がスポーツ競技団体に
競技者登録をする必要性を、菊同様ガース・ミ
ルズ（1970）の『性格と社会構造』を参考にし
ながら、「競技技術が高くて実力がある者の価値
が高く、そうではない者の価値は低い（はずか
しいこと、みじめなこと）という価値観を創り
だしている社会構造にこそ不安を生成する基底
があるのではないか」（笠野、2012、p.86）とい
う視点から成人スポーツ実施者の競技者登録の
実情について考察している。笠野（2012）は研
究の目的を、「スポーツ実施者の『質』の深化を
伴った量的拡大を、スポーツ組織との関係にお
いて検討し、スポーツ実施者の心理的部分とス
ポーツ組織を結びつけるための新たなスポーツ
組織論とその分析視座を提示すること」（笠野、
2012、p.86）、または「スポーツ競技団体が、登
録か未登録かを問わず、スポーツ実施者の極め
てパーソナルな心理的部分にまで影響を及ぼす
ことを明らかにし、スポーツ実施者の心理的部
分からスポーツ組織を分析するという新たなス
ポーツ組織論を展開するとともに、その分析視
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座を提示すること」（笠野、2012、p.86）と設定
している。
両者には共通して、あるスポーツにおける問
題について根本的な原因を探ることを目的とし、
その原因が組織どうし、人どうし、あるいは組
織と人といった「関係」にあるとしてスポーツ
組織やそれを取り巻く人物を構造的に分析して
いるという特徴がある。
2．スポーツの制度化の概要
少年野球を運営する組織が設立される過程を
歴史的に検討するにあたり、まずはスポーツの制
度化とは何かということを、前述した菊（1993）
の著書『近代プロ・スポーツの歴史社会学』、ま
たはそれに関連する文献をもとに検討する。
菊（1993）は、スポーツの定義に対する解釈
からスポーツが制度化されているという特徴を
導こうとしている。マッキントッシュ（1970）や
竹之下休蔵（1972）、エドワーズ（1973）やセー
ジ（1970）らのスポーツの定義を概観して、前
二者には身体的な技量によって競われることか
らスポーツを活動概念として定義しているとい
う特徴、後二者にはスポーツはアスレティック
と同義であり、プロフェッショナル・アマチュ
アを問わずスポーツを制度として位置づけよう
とするという特徴を見出している（菊、1993、
p.27）。
また、菅原（1980）はスポーツの概念を「ス
ポーツは遊戯であり、身体的能力の競争であり、
ルールとの関連において組織化され構造化され
ている一つの制度である」（菅原、1980、p.17）
と規定している。そして、「ゲームがルールの
組織化を通してスポーツへと脱皮していく」（菅
原、1980、p.23）こと、「ゲームがスポーツへと
その姿を変えるためには卓越した身体的技能の
実演がなければならない」（菅原、1980、p.24）
ことを踏まえ、スポーツを「ルールとの関連に
おいて高度に組織化されたゲーム」（菅原、1980、
p.24）と定義し、「スポーツが高度に組織化され
たゲームであるということは、（中略）ルールを
作成し、それを承認している集団や団体の面に
おいても、ゲームやスポーツに採用されている
身体的スキル、用具、設備等の面においても、
さらにゲームやスポーツの伝達等教育に関連の
ある面においても組織化が進められなければな
らないし、さらにそれが全体として一つのまと
まりを持ち構造化されていなければならない。
ここにスポーツの制度化された側面としてのス
ポーツ、つまりスポーツの制度を見ることがで
きる」（菅原、1980、p.24）と述べている。
3．スポーツにおける制度概念の諸局面とその
様相
ここまででスポーツにおける制度化の概要に
ついて確認してきたが、本節ではその制度化の
内容を具体的に確認していく。ガースとミルズ
（1970）は、「すべての制度的秩序を特徴づけて
いるいくつかの社会的行為の側面がある。その
もっとも重要なものは、テクノロジー、シンボ
ル、地位、教育である。（中略）これらを『秩
序』に対立させて『局面』と呼ぼう」（ガース・
ミルズ、1970、p.46）と述べ、「それぞれの制度
的秩序と局面が、他のすべての秩序や局面と関
連している」（ガース・ミルズ、1970、p.46）と
している。
菊（1993）は、これらの4つの局面について、
「分析用具として使用する場合にはその錯綜した
側面を分析目的に合わせて類型化し直す必要が
生じてくる」（菊、1993、p.32）ことから、以下
のように整理している（菊、1993、pp.32-34）。
1）シンボル
シンボルは、「制度的秩序の支持や正当化を
もたらすもの」として説明されているところか
ら、それらは秩序を維持するための「価値や観
念の形態、あるいはイデオロギー」に置き換え
ることが可能である。そして、スポーツ・シン
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ボルの局面として考えれば、「スポーツ・イデオ
ロギー」「スポーツ・ルール」「その他のスポー
ツ・シンボル」と規定し直している。
2）テクノロジー
テクノロジーは、「用具・装置・機械・器具」
などあらゆる種類の物理的考案物を伴った行為
の道具化を指す意味と、「技能・器用さ・熟達と
いった意味を指す」意味の 2 つに分けられると
ころから、前者を「文物」、後者を「行動様式」
として類型化する。スポーツ・テクノロジーの
局面について考える場合には、「スポーツ行動様
式」「スポーツ文物」としている。
3）地位
地位については、それらを総合して秩序づけ
る『組織』として規定し直すことができるとし
て、スポーツ地位の局面においては「スポーツ
組織」と類型化している。
4）教育
教育は、シンボルを使用した伝達の局面とし
ても受け止められるし、また教育機関という意
味として用いれば 『組織』 にも属することにな
る。
4．分析枠組みと作業仮説の提示
これまでの制度化に関する議論を踏まえ、図
1 のように分析枠組みを設定した。我が国の少
年野球団体において、シンボル局面とテクノロ
ジー局面は相互に強く影響を及ぼしており、教
育局面はこの 2 者に依存している。一方でその
ような教育が展開されることにより、シンボル
とテクノロジーの正統性は維持され続ける。そ
してこれらが変容することができない要因とし
て地位局面が挙げられる。我が国における野球
団体は少年野球を傘下に置くことでこのような
営みを変えるような動きを抑制し、その地位は
強固なまま維持され続けているのではないだろ
うか。本研究では、少年野球の現状を変えよう
としてもうまく変わることができない原因が、
上記のようなそれぞれの局面の連関にあると仮
定し、各団体の特徴を整理しながら分析を進め
ていく。
Ⅲ．少年野球団体の設立経緯と制度化
のプロセスに関する分析
1．我が国の少年野球団体の全体像と調査概要
ここでは、少年野球の制度化を検討するにあ
たり、我が国における少年野球団体がどのよう
なものなのかを確認する。図2では、我が国にお
ける野球に係る組織の全体像を示している。こ
のうち少年野球として扱われるものは、全日本
軟式野球連盟の学童部（以下、学童部とする）、
図1　分析枠組みの図
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日本スポーツ少年団の軟式野球（以下、スポー
ツ少年団とする）、日本リトルリーグ野球協会
（以下、リトルリーグとする）である。各団体の
概要は以下の通りである。
全日本軟式野球連盟は1946年に設立され、戦
後における野球の復興に一役買ったとされてい
る。日本における軟式野球を統括する最大の組
織であり、「全国専門学校野球連盟」「全日本大
学軟式野球協会」「中体連軟式野球競技部」「各都
道府県軟式野球連盟」を傘下に置き、「各都道府
県軟式野球連盟」の事業の一部として学童部を
運営しており（図2参照）、1979年に第1回の全
日本学童軟式野球大会が行なわれている。2018
年現在学童部に所属しているチーム数は 11,470
であり、少年野球を運営する団体の規模として
は最大である （全日本軟式野球連盟、2018）。日
本スポーツ少年団については、日本スポーツ協
会（2016）によると、「昭和39年 （1964年） の東
京オリンピック競技大会に先立ち、『オリンピッ
ク青少年運動』の一環として、昭和37年 （1962
年） に『スポーツによる青少年の健全育成』を
目的に創設されました。平成24年 （2012年） に
は、創設 50 周年を迎え、現在、団数約 3 万 2 千
団、団員数約70万1千人を擁する日本で最大の
青少年スポーツ団体として成長しています」（日
本スポーツ協会、2016） と紹介されている。「日
本スポーツ少年団」は日本における青少年のス
ポーツを統括する最大の団体であり、その中で
軟式野球は 2018 年時点で 6,321 チームの登録が
あり、人口にして121,033人である （日本スポー
ツ協会、2018）。
日本リトルリーグ野球協会は、アメリカのリ
トルリーグ誕生 25 周年に当たる 1964 年に設立
された。アメリカのリトルリーグ国際本部の傘
図2　日本の野球団体図
（日本野球協会より引用）
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下であるアジア・パシフィック地域統括事務所
に統括される団体の 1 つであり、運営体制や競
技規則はアメリカのリトルリーグに準じている。
2018年1月現在、231のリーグにおいて862チー
ムが活動している（日本リトルリーグ野球協会、
2018）。
2．全日本軟式野球連盟における少年野球
ここでは、少年野球団体の主な団体として、
学童部とスポーツ少年団、そしてリトルリーグ
の詳細について検討する。
全日本軟式野球連盟が幼少期・児童期の野球
を運営することになった背景として、スポーツ少
年団がレクリエーションとして軟式野球を利用
するようになったことが挙げられる。当時は学
校内で少年野球が行なわれ、学校外でもスポー
ツ少年団活動として少年野球が行なわれており、
少年野球の体系が全く整備されていなかった。
そこで1970年に全日本軟式野球連盟は少年軟式
野球を組織化し、軟式野球の底辺拡大に取り組
んだ（全日本軟式野球連盟、1995、p.18）。現在
でも、「軟式ボールを使用して、野球を国民全般
に普及し、その健全な発展を助成振興し、さら
に世界に野球を普及啓発できるべく、人材育成
を図り、国民体力の向上及びスポーツマンシッ
プの浸透を図る」（全日本軟式野球連盟、2012）
ことを団体の第一義としており、野球の裾野を
拡大させるという点において第一線を走ってい
ることを自負している。全日本軟式野球連盟の
事業は、大会の運営はもちろんのこと、審判育
成のための講習会や発展途上国や普及させよう
としている国への野球道具等の寄付などが中心
であり、野球そのものや野球の普及に関連のあ
るものに限定されている。
また、全日本軟式野球連盟では、年代によっ
てボールの大きさは異なるものの、名称からも
わかる通り競技において軟式球を使用する。硬
式球がコルクを牛皮で覆ったものであるのに対
して、軟式球はゴム製で中身が空洞であるため、
硬式球よりも柔らかくかつ質量が少ないだけで
なくそもそもの安全性が確保されている。その
ため、グローブやバットなどの使用する用具は
硬式用のそれと比べて耐久性を必要とせず安価
である。
前述したとおり、全日本軟式野球連盟は我が
国の野球団体において軟式野球を扱う最大の団
体である。学童部もその例外ではなく、市単位
あるいは郡単位に少年野球連盟が必ず 1 つ配置
されており、全国を網羅している。そして、全
日本軟式野球連盟では、全日本学童軟式野球大
会といういわゆる全国大会だけでなく、関東・
関西・中部といった各地方を単位としたブロッ
ク大会が盛んに行なわれており、上位大会に出
場する機会が多く与えられている。
3．日本スポーツ少年団における少年野球
日本スポーツ少年団が設立されることになっ
た1960年代は、当時首相であった池田勇人によ
る所得倍増計画が推し進められている最中であ
り、物質的には非常に豊かになった一方で特に
青少年の非行が後を絶たないという時代であっ
た。東京オリンピックを2年後に控えた1962年
には日本スポーツ少年団が設立されることにな
るのだが、当初は「青少年におけるオリンピッ
ク・ムーブメントの啓発」（日本体育協会、2013、
p.12）を目的としていたが、このような社会情勢
を受けて「青少年の心身の健全育成」（日本体育
協会、2013、p.12）の両輪で事業を展開してい
くこととなる。そして、東京オリンピックが終
了してからも、青少年の心身の健全育成は引き
続き最も重視される理念として、その活動が行
なわれている。日本スポーツ少年団はあくまで
試合に勝利することが目的ではないとして、全
国大会やそのブロック大会は「選手権大会」と
して扱われるのではなく、「交流大会」という名
目で行なわれている。
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また、日本スポーツ少年団における軟式野球
は、全日本軟式野球連盟と同様に軟式球を使用
している。用具以外の競技規則も学童部との差
はほぼ無く、学童部のみに所属するチームと日本
スポーツ少年団のみに所属するチームが試合す
ることも稀ではない。自治体によってはスポー
ツ少年団と学童部の両方に加盟するチームも存
在する。
日本スポーツ少年団という日本で最大の青少
年スポーツ団体の一部として位置づけられてい
るスポーツ少年団の軟式野球は、図 2 で示した
我が国の野球組織図において他の野球団体と直
接的な関わりをもっていない。むしろ、日本ス
ポーツ少年団は青少年の健全な心身の育成とと
もに、スポーツの楽しさを享受することの重要
性を認識して活動することを理念として掲げ、
体力測定や冬季のスキー教室など、軟式野球に
限らず様々なスポーツ種目を経験させることを
奨励している。「主となる種目と併せて、違った
タイプの種目も体験できるように工夫しましょ
う」（日本スポーツ協会、2016）と勧めているこ
とからもわかるように、野球に特化した団体と
いうわけではなく、スポーツ種目が様々ある中
でスポーツを楽しむことができる種目として軟
式野球を活用しようとしているということが確
認できる。
4．日本リトルリーグ野球協会における少年野球
第 1 節でも指摘した通り、リトルリーグその
ものはアメリカ発祥である。日本リトルリーグ
野球協会（1964）は、事業の目的として設立当
初から「野球というチームプレーを通じて健全
な社会性を養い、もって国際人として強健な身
体と健全な精神の涵養に寄与すること」（日本リ
トルリーグ野球協会、1964）を掲げている。こ
の「強健な身体と健全な精神の涵養」は、すで
に確認した日本スポーツ少年団にも類似する点
であるが、注目すべきは「国際人として」の青
少年を育成することである。日本において発展
した日本スポーツ少年団が掲げる「健全育成」
と、アメリカをルーツにもつ日本リトルリーグ
野球協会が掲げる「健全育成」は、文面上は同
じであっても、その内容は大きく異なるのでは
ないだろうか。
さらに、前述した2つの団体と異なり、リトル
リーグに属する選手は大人が使用する規格と同
じ公式球を使用する。軟式球は年代によって使
用する球の規格が異なるのに対し、リトルリー
グではどの年代でも大人と同じ規格の球を使用
するが、それだけではなく、そもそも軟式球よ
りも硬式球ははるかに重いため、成長の過程に
ある少年少女の肩肘に負担がかかるのは言うま
でもない。そのため、投手の投球数を厳密に定
める、その試合に登録しているメンバーは必ず
全員出場しなければならないというルールを設
ける、あるいはランナーのリードを禁止するこ
とで試合をスピーディーに進めるといった取り
組みによって、硬式球を使用することによる故
障のリスクを減らそうとしている。
日本リトルリーグ野球協会は本部をアメリカ
に置いている世界リトルリーグ野球協会の傘下
であるため、世界リトルリーグ選手権大会に日
本代表を派遣している。また、我が国の野球日
本代表である「侍ジャパン」のU-12部門には硬
式球を使用するため、学童部やスポーツ少年団
からは選手を輩出することができない。少年野
球において恒常的に野球の本場であるアメリカ
を意識している数少ない団体である。
Ⅳ．少年野球団体の制度化のプロセス
とその特徴
1．少年野球団体における制度化の特徴の整理
これまでの結果から、学童部とスポーツ少年
団の軟式野球では、軟式球が用いられている点
やその他の競技規則が共通しており、多くの共
通性が認められる。その一方で、リトルリーグ
では硬式球が用いられること、または出自をア
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メリカに持つことなどから上記 2 団体との連関
を確認することができない。そのため、これよ
り学童部とスポーツ少年団の相互性に着目して
考察を進めることとする。
表 1 は、学童部とスポーツ少年団の軟式野球
の特徴を整理し、比較した表である。軟式球を
用いて同じ年代の子どもが野球をするという点
ではたしかに共通であるが、シンボル・テクノ
ロジー・教育の各局面においてその方向性に差
がみられる。
シンボル局面については、各団体の活動理念
からわかる通り、学童部の母体である全日本軟
式野球連盟は野球を統括する団体として野球の
裾野の拡大に努めている。それに対しスポーツ
少年団は、野球に限らずスポーツを通じた心身
の健全な育成やスポーツの楽しさそのものの享
受を信条としている。教育局面においてもほぼ
同様である。また、地位局面については、全日
本軟式野球連盟の学童部が我が国で最大の軟式
野球を統括する団体である全日本軟式野球連盟
の傘下であるのに対し、日本スポーツ少年団は
原則的には日本におけるどの団体とも関わりが
ない。また、どちらの団体も少年野球に特化し
た独立団体ではなく、学童部であれば各都道府
県の軟式野球連盟や全日本軟式野球連盟の本部、
スポーツ少年団についてはそもそも日本スポー
ツ少年団における 1 種目として軟式野球が行な
われており、日本スポーツ少年団は日本スポー
ツ協会が実施する事業である。それぞれその団
体を統括する上位団体が存在するという共通点
を有している。
2．学童部とスポーツ少年団の少年野球との 
相互性
前節にて、学童部とスポーツ少年団は同じ少
年軟式野球の団体でありながら、その内実には
差があることを確認した。しかし、現役のプロ
野球選手が指摘する現在の少年野球の諸問題は、
どちらの団体においても共通である。それでは、
少年野球の変わらなさは一体どこに起因すると
考えられるのか。筆者は学童部が全日本軟式野
球連盟の末端にあることから、全日本軟式野球
連盟の組織構造に着目する。図 2 では、学童部
は各都道府県の軟式野球連盟の 1 事業とされて
おり、その各都道府県の軟式野球連盟も全日本
軟式野球連盟から枝分かれしている。ここから
推察できることは、学童部は全日本軟式野球連
盟が打ち出す方向性に依存しているということ
である。言い換えると、全日本軟式野球連盟の
意向を無視して学童部の方向性を決定すること
ができないということでもある。学童部におけ
る行動理念や信条は、全日本軟式野球連盟から
それらを受け継ぐことによって構築されている
と考える。また、図 2 からもわかるように、学
童部は全日本軟式野球連盟の傘下にある。既に
指摘した通り、全日本軟式野球連盟が少年野球
を統括することになった背景には、日本スポー
ツ少年団が発足した1960年代に学校の内外問わ
ず自由に少年野球が行なわれていたことが挙げ
られる。全日本軟式野球連盟は、軟式野球を統
括する最大の組織としてスポーツ少年団の動向
を注視し、軟式少年野球を統括する団体として
学童部を設置した。ここには少年野球のあり方
を一元化するという目的も含まれているのでは
表1　学童部とスポーツ少年団の軟式野球
シンボル テクノロジー 地位 教育
学童部 野球の振興・普及 軟式球
全日本軟式野球連
盟の傘下
競技力向上
スポーツ少年団
青少年の健全な心身の育成・
スポーツの楽しさの享受
軟式球
他の野球団体から
独立
多種目志向
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ないだろうか。
そして、所属する団体によって競技力にも差
が見られるという点にも着目しておきたい。全
日本軟式野球連盟の学童部と日本スポーツ少年
団の両方に加盟しているチームが存在すること
については前述したとおりであるが、ここで競
技成績に関する具体例を確認すると、柏市少年
野球連盟では2019年度に4年生までが出場でき
る低学年大会を含め全部で 8 大会が実施されて
いるが、そのうち柏市スポーツ少年団にも加盟
し、かつベスト 4 に進出しているチームは 8 大
会通算して 1 チームのみである。全体の傾向と
して、日本スポーツ少年団に所属する軟式野球
チームは全日本軟式野球連盟の学童部のチーム
に太刀打ちできていないことがわかる。全日本
軟式野球連盟の学童部に所属するチームに勝つ
ことが難しいことから、日本スポーツ少年団に
所属しながらも目標をそこに設定し、取り組み
の方法もお互いに類似するようになると推測さ
れる。
このような経緯から、図 2 においては学童部
とスポーツ少年団の軟式野球は関係をもたない
とされているものの、学童部はスポーツ少年団
に所属している軟式野球チームの行動様式や活
動内容に関して大きな影響を与えていると考え
ることができる。
3．本研究の限界と残された課題
以上、少年野球団体から成る組織の設立経緯
や各団体の理念や考え方を比較することで、少
年野球のあり方をめぐる変容の可能性を検討し
た。しかし本研究では、少年野球団体が設立さ
れてから時間が経過したにもかかわらず、当時
からの「野球観」はほぼ固定されたままである
ことについて、その原因を分析したが、本研究
は少年野球団体やその団体を統括する組織を記
述する文献に対する分析しか行なうことができ
ておらず、現場における指導方法との関係性は
明らかになっていない。そのため、少年野球の
現場における指導の方法はどのような構造を有
しているのかを、実際の指導の取り組みを調査
することによって紐解く必要があると考えてい
る。
また、日本リトルリーグ野球協会が全日本軟
式野球連盟と日本スポーツ少年団とは異なる理
念のもと活動しているという実態を分析したが、
少年野球における野球観が固定されたままであ
る様相との関係性を明らかにすることができて
いない。結局のところリトルリーグを終了した
後は中学・高校とリトルリーグを経験していな
い球児と一緒に野球をすることになり、いわば
日本的野球に吸収されてしまっているため、リ
トルリーグならではの野球観が我が国の野球観
にどのような影響を与えているかどうかについ
ても今後検討していきたい。
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